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信念を貫いた奇特な人

天国の久保達郎 先生へ

青木義博（昭 42 ゾ）

今年の冬は格別に寒い日が続いたので大変だったのでしょうね。

この度の訃報を知り先生との思い出を記すことにします。

今年以上に寒い数年前「自宅の寝室が時折氷点下に成るので大変 年

には勝てず」と奥様共々老人ホームにお世話になるとの賀状を頂き、あ

る意味で安堵しておりました。律義な先生には賀状もかえって負担にな

ると思いその後はこちらから欠礼して、先生ご夫妻の健康・長寿をひた

すらご祈念するのみでした。

私が講座に入り先生の講義で実習があり、終えて道路わきにあった古

くて少しかしがった先生の自宅で体が温まるからと言って学生達に奥

様手作りの甘酒が振舞われたのですが家ごとかしがっていたのでお膳

に置いたお椀がツウーて滑るので一気に飲み心身温まり本当の人の優

しさと温もりを感じた者が多かったと思います。

それ以来私は飾らない実直な先生のファンになりました。その後間も

なく同地域の高台に立派な家を新築され早速お邪魔すると相変わらず

の唐突な語り口調ですが魚の生息と自然の大切さを身を持ってあらゆ

る河川の現場での体験談は何時になく熱が入ってきます。乾物肴に冷酒

がついつい進みます。

卒業後の就職の世話もして頂きお陰様で職場ではまさに水を得た魚

のように云わば天職として周りの同窓先輩に恵まれその後の私の人生

を決定することになりましたのも先生のお陰で心より感謝しておりま

す。

私が社会人になってから学会が東京で開催されると連絡があり一人

住まいの団地に寄って頂きましたが「男やもめにウジが湧く」「君が良

ければいい人がいるが」「実習場に事務のアルバイトに来た人だが誰も

やらないトイレの掃除をしてくれた」今流行の歌みたいなことで私の嫁

さんも先生の見立てで、今もって良い家内に巡り会えたと先生ご夫妻に

は感謝しております。



先生は酔って気持ち悪くなるほど乗り物に弱く雨風雪に関係なく、良

くバイクを利用しておりました。勿論修理も悪戦苦闘しながらご自分で

してました。

乗り物に弱い先生が東京の学会に連絡船と飛行機と電車に乗り継い

で大変な思いをした事を想像するに難くはありませんでした。ある時学

会を終えて小生宅に向う電車の中で倒れ「今 大宮の総合病院に救急車

で運ばれ２〜３日入院する事になりました」と連絡が入り病院に行って

見ると「大宮を過ぎると途端に空気が良くなるね」と意外と元気で安心

したことも今では良い思い出です。

先生 お疲れ様でした どうか 安らかにお休み下さい。合掌

出来の悪い教え子より



小野君の思い出

渋谷和治（昭 51 ゾ）

昭和 46 年に入学し、51 年水産学部増殖学科植物学講座を卒業した渋

谷と申します。現在、秋田県農林水産技術センター水産振興センター

に勤めております。

この度の東日本大震災により、札幌と函館を通じた大切な友人であ

る小野隆男君（昭和 50 年食品学科卒業）が亡くなりました。大変に残

念で、故人の御冥福を心からお祈り申し上げます。また、奥様始め、

御家族様には心からお悔やみを申し上げます。津波により気仙沼市の

自宅、経営する会社も壊滅的な打撃を受けたということで、心からお

見舞い申し上げます。

小野君との出会いは、北大合格発表後の昭和 46 年 3 月に仙台市で行

われた仙台学寮の入寮選考でした。面接終了後、簡単なつまみと飲み

物で会食し、最後に“都ぞ弥生”と“水産放浪歌”を初めて耳にしな

がら、大学生としての始まりを実感しました。ともに運よく入寮が許

可され、寮生活が始まりました。遠く離れた札幌ということだったの

ですが、お互いに若かったし、不安など全くなく、北の未知の大地に

おける新たな生活への期待感で一杯でした。

入寮後は、受験勉強から解放され、北大生 30 人と小さな寮の一日一

日がとても新鮮でした。高校時代は小野君同様、男子校で学び、女子

への免疫ができてない状況での強制的に参加させられた社交ダンスの

講習会は、最初の驚愕だったように記憶しております。寒い北の大地

ということで、季節、季節のイベントなどは強烈な記憶として刻まれ

ており、いずれも小野君はじめ寮生との共有の思い出です。

とりわけ、仙台学寮におけるマトンと酒をたらふく堪能したジンギ

スカンパーティー、節目、節目のコンパ、酔って近くの寮をまわるス

トーム、刺激的だったダンパー、部屋や寮の前の庭における語らい、

藻岩山の山開き登山、北大構内におけるタンポポの群生、雪まつり、

ライラック祭り、北海道神宮のお祭り、色々なアルバイト、円山での

スケート等々今思えば、夢のように楽しい、楽しい日々の札幌で、い

ずれも小野君たちとの共有の思い出です。

私は子供のころから山菜取りなどが好きで、今でもよく野山を徘徊

するのですが、何気ない風、香り、色、天候、季節などが「あっ、こ

れはあの時のだ！」と懐かしい北海道での出来事などを思い出します。



小野君とは水産類、ドイツ語選択ということで、二人とも 1 年 36 組

とクラスも同じで、講義の開始時刻が同じであることが多く、便利な

自転車なども持ってなかったことから寮から教養部までよく一緒に歩

いて通いました。教養部までは、寮からは 30 分ほどかかり、線路を渡

り、農学部横の芝生の中を通り、エルムの大木の中をいつも語り合い

ながら通学しておりました。小野君は卓球部、私は空手部で、ともに、

教養時代はかなりハードなスポーツに励みました。クラブ活動以外は

よく一緒に行動しており、まさに、他の寮生も含め、寝食と多くの苦

楽を共にしておりました。

仙台学寮昭和 46 年入学の同期は小野君（水産）、岡本春行（農：京

都府出身、京都府在住）、小野寺誠（工：仙台市出身、仙台市在住）、

佐々木繁（理：仙台市出身、神奈川県在住）、四條康行（工：神奈川

県出身、長野県在住）、鈴木（工：仙台市出身、故人）、西平大介（農：

宮崎県出身、宮崎県在住）、伏見善之（工：旧古川市出身、北海道在

住）、渋谷和治（水産：旧宮崎町出身、秋田県在住）の 9 名で、とも

に札幌での青春を謳歌し、北海道を離れてからも、メール等で連絡を

取り合っておりました。

一昨年には、仙台市に 7 人（一人は家族の不幸により翌日参加）が

集い、1 泊で本当に楽しい、楽しい一時を過ごしました。久しぶりでの

逢瀬で、最初、若干の風貌変化等感じましたが、途端に懐かしい札幌

時代に戻り、盛り上がりました。昨年は、残念ながら鈴木卓麻君が亡

くなり、都合により私は葬式前日に行き、小野君は葬式に参列となり

１日違いで会えませんでしたが、これまで、連絡を取り合ってきた、

多感な青春時代の思い出を共有した、かけがえのない、友人でした。

今年の 8 月には札幌時代によく通った懐かしのススキノの居酒屋「金

富士」（銚子 1 本が 50 円で、お通しが 3 本目まで無料でつき、500 円

でほぼ酩酊出来ました）に集結しようと、提案させていただき、再会

を楽しみにしておりました。

現役合格で、優秀かつ真面目であった小野君にはクラスも一緒だっ

たこともあり、試験の前にはノートを見せていただくなどよく助けて

いただきました。また、小野君は酒席では顔は真っ赤になるのですが、

節度のある飲み方で、飲まれるタイプであった私はよく面倒を見てい

ただきました。

また、私は、2 年生になると、種々の事情により大学から遠ざかり、

アルバイトに専念するようになり、2 年の 10 月に函館に移行できず、

札幌にとどまりましたが、小野君は順調に函館の水産学部食品学科に



移行し、北晨寮に入寮しました。函館に移行した後もよく卓球の試合

で札幌に来た時など一緒に街に繰り出し、ススキノで楽しい時を過ご

し、仙台学寮に宿泊しておりました。一年遅れで私も北晨寮に入り、

ブロック（5～10 人程度のブロック制でした）は異なっていたのですが、

函館でも何かとお世話になり、一緒に語らい、食事をしたりして過ご

しておりました。

確か小野君は体調を崩された時期もありましたが、卒業後、進学の

目標でもあった家業を継ぐため、気仙沼に帰りました。私は劣等生で

あったため、卒業は 1 年遅れでしたが、運よく秋田県にお世話になる

ことになりました。気仙沼と秋田ということで、離れてはいましたが、

連絡だけは取り合ってきました。メール等では、私などとは違った別

の観点、考えなどを披露するとともに、会社経営の難しさなども吐露

し、奥様始めお子様たち家族のために頑張っている様子が伝わってき

ました。

数年前に気仙沼にお邪魔した際も、一昨年仙台で会った時も体型も

含め、昔のまんまの気仙沼弁のシャイな小野君でした。私は小野君よ

りも 1 歳年上なのに、学生時代もそうだったのですが、なんでも相談

できる、同年齢以上と錯覚させるような、生涯の友人でした。

今回の東日本大震災の際は男鹿市にある職場で経験したのですが、

職場は地盤が固いとは言え、かなり長時間揺れ、すぐ停電し、ただ事

でないことを感じました。その後、携帯電話のテレビに映し出される

津波の襲来は直視できないような惨状でした。

仙台学寮の仲間からは「気仙沼の小野は大丈夫か？」「小野に連絡

したがつながらない」などのメールが飛び交う中、3 月 16 日に“Google

person finder”で知った四條君から残酷にも「小野は津波にやられ

た」のメールが入りました。震災前日には、3 月 9 日におきた震度 4 の

地震に関連し、小野君から津波に関したメールが入っており、その翌

日には、突然に小野君が津波により亡くなり、本当に気の毒で、かわ

いそうで、残念でたまりません。

電話で数回お話した奥様は、辛い体験の後なのにもかかわらず、気

丈に応対していただきましたし、東京で学生生活を送る御子息の隆平

さんは、小野君の子供らしくとても礼儀正しく、しっかりした若人で

した。でも、奥様始め御家族の皆様は私どもには想像できないような

過酷で辛い体験をし、その後も大変な日々をお過ごしのことと思いま

す。現在、奥様は、お嬢様がお住まいの宮城県大崎市でアパート住ま

いをしておられ、震災後の会社の整理等で、気仙沼市と大崎市を行き



来しているとのことでした。

大震災による被害は甚大過ぎて御家族様におかれましてはお気持ち

も整理できないような状況と推察しますが、御自愛いただき、少しで

も安らぎが感じられるような時が一刻でも早く訪れますよう祈念する

ばかりです。

私達仙台学寮昭和 46 年入学の同期は 7 人になってしましましたが、

札幌の金富士ツアーは延期することとし、今年の 8 月に宮城県に集う

べく日程調整を行っているところです。

この後、梅雨も間近で、その後は暑い夏が到来します。御家族様に

おかれましては、まだまだ気が休まることはなく、大変な日々が続く

と思います。どうか、お体を大切に、少しずつ、少しずつ前進してい

ただくよう御祈念申し上げ、小野君の御冥福を重ねてお祈り申し揚げ

ます。

また、被災された方々に少しでも平穏な日々が訪れますことと、被

害を受けた地方の一日も早い復興をお祈り申しあげます。

平成 23 年 6 月 16 日 秋田市 渋谷和治






































	Copied Bookmark
	OYASHIO_H1-H4.pdf
	OYASHIO_P08-09
	OYASHIO_P10-11
	OYASHIO_P12-13
	OYASHIO_P14-15
	OYASHIO_P16-17
	OYASHIO_P18-19
	OYASHIO_P20-21
	OYASHIO_P22-23
	OYASHIO_P24-25
	OYASHIO_P26-27
	OYASHIO_P28-29
	OYASHIO_P30-31
	OYASHIO_P32-33


